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シリーズ

呉
服
関
連
の
お
店
が
多
い
お
洒
落
で
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
商
店
街
で
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
と
し
て
取
り
組
む
！
】

　

同
組
合
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手

と
し
て
、
商
店
街
の
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
の

一
つ
で
あ
る
「
安
心
・
安
全
」
な
商
店
街

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
商
店

街
に
は
、
37
台
駐
車
で
き
る
組
合
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
が
、
事
故
や
防
犯
の
た
め
に
、

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
商
店
街

 

…
米
屋
町

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　理 事 長：下　鐵太郎
　○　組合住所：山口市米屋町３-20
　○　☎ 083-925-8604  FAX 083-925-8604
【組合の主な活動】
共同売り出し事業　共同施設（駐車場）の管
理運営、共同宣伝事業等

協同組合米屋町振興会

【
設
立
の
経
緯
】

　

米
屋
町
商
店
街
は
、
戦
前
か
ら
の
「
米

屋
町
商
店
会（
任
意
団
体
）」が
中
心
と
な
っ

て
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
昭
和
33
年
10

月
に
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
法
人

化
55
周
年
を
迎
え
た
歴
史
の
あ
る
山
口
市

を
代
表
す
る
商
店
街
で
、
山
口
市
中
心
商

店
街
の
中
央
に
位
置
し
、
都
銀
１
行
地
銀

１
行
の
支
店
が
設
置
さ
れ
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、

協
同
組
合
米
屋
町
振
興
会

平
成
23
年
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
に
は
、「
平
成
24
年

度
地
域
商
業
再
生
事
業
」を
活
用
し
て
、ア
ー

ケ
ー
ド
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
す
べ
て
の
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
省
エ
ネ
を
兼
ね
て
明

る
く
す
る
な
ど
、
来
街
者
へ
の
利
便
性
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
情
報
発
信
を
目
指
し
て
】

　
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
、
本
誌

７
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
記
念
イ
ベン
ト「
こ

め
こ
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、

「
88
売
り
出
し
」
で
「
米
」
を
も
じ
っ
た
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
ち
な
み
商
品
を
「
８
８
８

円
」
な
ど
で
提
供
し
、
家
族
連
れ
な
ど
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
、「
地
域
商
店
街
活

性
化
事
業
」
を
活
用
し
て
、
商
店
街
の
全

29
店
舗
を
紹
介
し
た
冊
子
「
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　
２
０
１
３
」
を
５
、０
０
０

部
作
成
し
、
商
店
街
の
情
報
発
信
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

６
月
８
日
か
ら
８
月
31
日
の
間
に
、『
こ
め

こ
め
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
88
デ
ザ
イ
ン
』及
び『
こ

め
こ
め
手
作
り
愛
情
弁
当
』
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
国
か
ら
２

０
７
点
、愛
情
弁
当
は
20
点
の
応
募
が
あ
り
、

10
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
の
イ
ベ
ン
ト
で
発

表
さ
れ
ま
す
。

　

同
組
合
は
、「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
商

店
街
〜
う
る
お
い
の
街
・
人
と
人
が
出
逢

う
街
…
米
屋
町
」を
理
念
に
こ
れ
ま
で
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
、山
本
専
務
理
事
は
、「
今

回
決
ま
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
県
内
初
の

商
店
街
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
作
製
し
、
ま

す
ま
す
米
屋
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。」

と
明
る
い
展
望
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ＬＥＤ化するなどリニューアルしたアーケード

防犯カメラが設置された組合駐車場

冊子「GUIDE BOOK 2013」
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特　　集

平
成
25
年
度

中
小
企
業
労
働
事
情
実
態
調
査
の
概
要

 

（
山
口
県
版
）

　
本
調
査
は
、
毎
年
、
全
国
の
都
道
府
県
中
央
会
が
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
事
業

所
を
対
象
に
、
全
国
統
一
の
調
査
票
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
経
営
、
従
業

員
の
労
働
時
間
・
有
給
休
暇
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
、
高
齢
者
の
雇
用
、
賃
金
改
定

等
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

１
、
経
営
に
つ
い
て

　
（
図
Ⅰ
）
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、「
悪

い
」
と
す
る
企
業
が
平
成
21
年
度
よ
り

33
・３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、「
変
わ
ら
な
い
」

と
す
る
企
業
が
平
成
21
年
度
よ
り
26
・
１

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。「
良
い
」
と
す
る

企
業
は
平
成
24
年
度
に
は
減
少
し
た
が
、

全
体
で
は
、
悪
化
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
る
。

◎
今
回
の
調
査
の
特
徴

　

○ 　

経
営
状
況
で
は
、
悪
化
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
が
、
経
営
上
の

あ
い
路
に
つ
い
て
は
、「
販
売
不
振
・
受
注
の
減
少
」
が
最
も
多
い
も
の
の
、

前
回
よ
り
減
少
し
、「
原
材
料
・
仕
入
品
の
高
騰
」
が
増
加
し
て
い
る
。

　

○ 　

労
働
事
情
に
お
い
て
は
、
特
に
新
規
学
卒
者
の
採
用
充
足
状
況
で
は
、

充
足
率
が
３
年
連
続
減
少
し
て
い
る
。

１
．調
査
時
点　
平
成
25
年
７
月
１
日

２
．調
査
対
象　
８
０
０
事
業
所 

（
24
年
度　

８
０
０
事
業
所
）

３
．回
答
数　
４
６
４
事
業
所 

（
24
年
度　

４
２
２
事
業
所
）

４
．回
答
率　
58
・０
％ 

（
24
年
度 　
　
　

52
・８
％
）

（％）（図１）経営状況

良　い
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悪　い
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（
図
２
）
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
あ

い
路
に
つ
い
て
は
、「
販
売
不
振
・
受
注

の
減
少
」
と
す
る
企
業
が
46
・
３
％
で
最

も
多
い
が
、
平
成
22
年
度
よ
り
18
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。
平
成
22
年
度
で

は
16
・
０
％
と
低
か
っ
た
「
原
材
料
・
仕

入
品
の
高
騰
」
は
、
平
成
25
年
度
で
は

12
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

２
、
従
業
員
の
労
働
時
間
に
つ
い
て

　
（
図
３
）
週
所
定
労
働
時
間
に
つ
い
て

は
、「
40
時
間
」
の
企
業
が
49
・
４
％
と
最

も
多
い
。「
38
時
間
以
下
」
は
減
少
傾
向

で
あ
る
が
、「
38
時
間
超
40
時
間
未
満
」

は
増
加
傾
向
で
あ
る
。「
40
時
間
超
44
時

間
以
下
」
は
、
全
体
の
１
割
強
で
推
移
を

し
て
い
る
。

３
、
従
業
員
の
有
給
休
暇
つ
い
て

　
（
図
４
）
年
次
有
給
休
暇
の
平
均
付
与

日
数
に
つ
い
て
は
、「
15
〜
20
日
未
満
」

の
企
業
が
46
・
２
％
と
最
も
多
い
。「
10
〜

15
日
未
満
」
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
減
少

原材料・仕入品の高騰同業他社との競争激化販売不振・受注の減少

（図２）直面している経営上のあい路（複数回答）（％）
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傾
向
に
あ
る
。「
20
〜
25
日
未
満
」
は
平

成
25
年
度
で
は
、
初
め
て
20
％
台
の
21
・

０
％
と
な
っ
た
。

４ 

、
新
規
学
卒
者
の
採
用
状
況
に
つ

い
て

　
（
図
５
）
平
成
25
年
３
月
の
新
規
学
卒

者
の
採
用
状
況
は
、
採
用
計
画
の
あ
る
事

業
所
数
・
採
用
計
画
人
数
・
採
用
実
績
人

数
の
い
ず
れ
も
、増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

本
年
３
月
で
は
前
年
よ
り
減
少
し
て
い

る
。
充
足
率
は
、
平
成
22
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

５
、
高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て

　
（
図
６
）
高
年
齢
者
の
雇
用
の
有
無
に

つ
い
て
は
、「
雇
用
し
て
い
る
」
企
業
が

78
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ

り
２
・８
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

　
（
図
７
）
高
年
齢
者
の
採
用
の
経
緯
に

つ
い
て
は
、「
自
社
従
業
員
を
継
続
雇
用

し
た
」
と
い
う
企
業
が
94
・
９
％
と
な
っ

て
お
り
、
全
国
平
均
を
１
・
１
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
て
い
る
が
、「
取
引
先
企
業
か
ら

の
紹
介
」
は
全
国
平
均
を
０
・
７
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
て
い
る
。

（図４）年次有給休暇の平均付与日数 （％）
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６
、
賃
金
改
定
等
に
つ
い
て

　
（
図
８
）
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
７

月
１
日
（
調
査
時
点
）
ま
で
の
賃
金
の
改

定
状
況
は
、「
引
き
上
げ
た
」
が
29
・３
％

で
、
平
成
24
年
度
よ
り
２
・
１
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
が
、
底
と
な
っ
た
平
成
21
年
度

か
ら
は
８
・５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

「
今
年
は
実
施
し
な
い
（
凍
結
）」
が
27
・

１
％
で
、
平
成
24
年
度
よ
り
１
・
９
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
た
が
、
底
と
な
っ
た
平
成
22

年
度
か
ら
は
５
・
０
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
る
。
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
「
未
定
」
が
、

平
成
24
年
度
よ
り
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
る
。

（図５）平成25年３月新規学卒者の採用充足状況
事業所数 採用計画人数(A) 採用実績人数(B) 充足率(B/A)
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（図６）高年齢者の雇用の有無 （％）
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96.0

94.9

4.4

5.1

10.4

10.1

6.2

6.8

1.5

1.7

全　国

山口県

自社従業員を継続雇用した 取引先企業からの紹介
親会社等グループ会社からの紹介
ハローワークを通じて採用した その他
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企
業
組
合
こ
こ
ろ
大
島
（
村
上
幸
子
理

事
長
）
は
、
10
月
１
日
㈫
に
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
看
護
師
で
あ

る
村
上
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
員

が
利
用
者
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
病
状
や

療
養
生
活
を
看
護
師
の
目
で
見
守
り
、
一

日
で
も
長
く
住
み
な
れ
た
場
所
で
生
活
で

き
、
在
宅
で
の
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
や
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

使
い
方
を
提
案
す
る
ほ
か
、
訪
問
と
併
せ

た
助
っ
人
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い

ま
す
。

災
保
険
㈱
山
口
支
社
課
長
斉
藤
邦
義 

氏
よ
り
、「
お
得
な
業
務
災
害
補
償

〝
ス
ー
パ
ー
Ｊ
プ
ラ
ン
〞」
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
そ
れ
ぞ
れ
頂
き
ま
し
た
。
ど

の
事
業
も
、
組
合
員
企
業
に
と
っ
て
、

魅
力
的
な
事
業
、
且
つ
、
課
題
解
決
に

結
び
つ
く
事
業
で
も
あ
り
、
早
速
、
活

用
を
検
討
し
た
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
頂

き
ま
し
た
。

鉄
工
協
議
会
通
常
総
会
及
び
研
修
会
を
開
催
！

　

去
る
９
月
４
日
㈬
、
山
口
市
小
郡
の

ホ
テ
ル
に
て
、
山
口
県
中
央
会
鉄
工
組

合
連
絡
協
議
会
（
八
塚
和
弘
会
長
）
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
書
の
承
認
及
び

平
成
25
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
書

の
承
認
等
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
役

員
改
選
に
て
新
南
陽
鉄
工
団
地
協
同
組

合
理
事
長
八
塚
和
弘
氏
が
会
長
と
し
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、『
も
の
づ
く
り
事
業

者
等
に
有
益
な
支
援
施
策
情
報
に
つ
い

て
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
山
口
県
商

工
労
働
部
商
政
課
課
長
福
田
浩
治
氏
よ

り
、
や
ま
ぐ
ち
商
工
業
推
進
計
画
に
基

づ
く
取
り
組
み
と
し
て
、
も
の
づ
く
り

企
業
の
事
業
拡
大
と
地
域
雇
用
の
安
定

的
な
創
出
・
拡
大
に
向
け
た
総
合
的
な

支
援
を
行
う
「
戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明

を
、
続
い
て
、
山
口
県
最
低
賃
金
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
岩
井
實
雄
氏
よ
り
、「
業
務
改
善

助
成
金
」
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
、

そ
し
て
、
最
後
に
、
三
井
住
友
海
上
火

組合等ニュース

山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連
絡
協
議
会

周
防
大
島
町
に

企
業
組
合
こ
こ
ろ
大
島

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン

企
業
組
合
こ
こ
ろ
大
島

　

去
る
８
月

29
日
㈭
、
山

口
市
小
郡
の

ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
山
口

県
中
小
企
業

組
合
士
会

（
的
場
弘
司

会
長
）
が
平

成
25
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

的
場
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
議
案
の
審

議
に
入
り
、
事
業
報
告
・
決
算
、
事
業
計

画
・
収
支
予
算
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
組
合
士

の
資
質
向
上
、
組
合
士
制
度
の
普
及
及
び

会
員
増
強
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
も
行

わ
れ
、
的
場
会
長
他
理
事
６
名
、
監
事
１

名
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
だ
ち
「
最
近
の
労
働
関
係
法

令
改
正
と
チ
ョ
ッ
ト
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
の

動
向
」
と
題
し
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
上
條
昭
夫
氏
に
よ
る
講
演
、
山
口
労
働

局
賃
金
室
長
補
佐
の
栗
山
修
一
氏
か
ら「
業

務
改
善
助
成
金
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
士
会
が
通
常
総
会・

 

講
演
会
を
開
催

山
口
県
中
小
企
業
組
合
士
会

（福田商政課長による「戦略産業雇用創造プロジェクト」についての説明）
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「ものづくり補助金」採択企業・事業計画名の紹介
「ものづくり補助金」において、第２回公募で、採択された60社の事業計画名を紹介します。

事 業 者 名 事 業 計 画 名
株 式 会 社 坂 本 鉄 工 所 ステンレス製品の製造能力強化工場への変身

宇 部 鉄 工 業 協 同 組 合 自前検査装置の導入による医療福祉介護機器・足首回転装置の試作から製品化期間の短縮

株 式 会 社 岡 虎 瀬戸内海産鮮魚の冷凍すり身化と安定的で特色ある地場産品の開発・生産・販売

株 式 会 社 ア ル モ ウ ル ド 小型・軽量ワイヤーソー用リールの開発

株式会社アグリライト研究所 福祉向け植物工場運用に有効な「栽培管理ツール」の開発

株式会社山口光半導体研究所 走査電子顕微鏡導入による高輝度LED用「GaNテンプレート」の検査作業の内製化／工程の効率化による生産性向上

共 美 工 業 株 式 会 社 ＣＡＭ導入・検査体制強化による油圧シリンダーの複数箇所加工の加工精度・生産性の向上

株 式 会 社 山 口 機 械 バーコード活用による生産管理システムの構築と、自動細胞培養装置製作の短納期化

株式会社ニュージャパンナレッジ かざすだけでバイタルデータが収集できる施設向け記録システムの開発

光 浦 醸 造 工 業 株 式 会 社 真空・窒素充填包装機導入による乾燥レモンティーの賞味期限の長期化及び生産能力の向上

有限会社デジタル・マイスター 避難シェルター／救命艇向け、衛星通信を活用した、簡易・安否所在確認システムの開発

三田尻化学工業株式会社 多孔質材の細孔作成用の粒度調整芒硝（中性無水硫酸ナトリウム）の試作及び生産

加 藤 味 噌 醤 油 醸 造 場 凍結処理した麹（こうじ）を使用する、発酵期間を短縮したイカ醤油の開発

有 限 会 社 丸 忠 設 備 工 業 エロフィン製造工程改善等による普及型の小魚新型乾燥装置の開発

有 限 会 社 光 来 興 業「二重旋回式バイオマス燃焼炉」による、施設用燃焼システムの開発および事業化
神 和 工 業 株 式 会 社 大型ＣＮＣ旋盤導入による火力発電所プラント設備部品の一貫生産体制の確立

株 式 会 社 光 洋 金 属 防 蝕 シリカ系薄膜コ-ティング技術の事業化

西日本ステンレス鋼線株式会社 品質競争力向上のための表面性状の定量化設備の導入

株 式 会 社 グ ル メ ロ ー ド 高級ホテルのシェフが感動したラックスシンケン（国産生ハム）の開発・製造

株 式 会 社 林 商 店 銅材用ショットブラスト機導入による下地処理の効率化

山 本 産 業 株 式 会 社 海外向け鉄道車両シャーシ製作における最新鋭水中プラズマ切断機の導入

不 二 産 業 株 式 会 社 産業用繊維製品の接合技術の品質向上と作業効率アップのための設備更新とその改善

周 南 マ リ コ ム 株 式 会 社 固定電話と携帯電話の両方に対応した国内初の緊急通報システム（新早助）の開発

ヒ カ リ 乳 業 株 式 会 社 苺アイスの数量自動計測ライン化の開発

アボンコーポレーション株式会社 バイオマス循環型・熱風水冷式鋳造キュポラの開発と環境配慮型鋳鉄製品の開発

酒 井 酒 造 株 式 会 社 白麹を使用することによる酸味に特徴がある清酒の製造

有 限 会 社 森 板 金 製 作 所 多品種少量生産に対応した各種薄板（SUS、AL、SPCC、SPHC）のTIG「共付け溶接」ロボットシステムの開発

株 式 会 社 ニ シ エ フ 浅水深でも大型船を通航可能とする為の着脱式船尾浮揚装置の開発

エヌ・エス・エイ株式会社 ２Ｄ画像から３Ｄ高精細カラーホログラムを作製するシステムの開発

株 式 会 社 サ ン ワ 電気自動車向けＩＣカード対応課金式高機能型普通充電器の開発

株 式 会 社 サ ン 精 機 樹脂金型の基礎知識を習得する教材用「スケルトンモールド」シリーズの開発

三和コンクリート工業株式会社 太陽光発電架台基礎ブロック及び多サイズ対応型特注桝の開発

萩 ガ ラ ス 工 房 有 限 会 社 バイオ燃料クロレラオイル固液分離濃縮用高品質セラミックフィルターの試作

株 式 会 社 福 光 鉄 工 介護製品低コスト高信頼生産に向けた小ロット対応小型自動化溶接システムの構築

株 式 会 社 ひ び き 精 機 次世代ウエハサイズに対応する半導体製造装置の部品生産体制の構築

日 本 海 洋 産 業 株 式 会 社 空気式防舷物無線方式モニター監視装置

株 式 会 社 岡 本 鉄 工 特殊材料である二相ステンレス鋼を用いた船舶艤装品の試作開発

有 限 会 社 開 製 作 所 大型海外輸入部材等の超短納期高精度加工受注システムの構築

有限会社田中醤油醸造場 多品種・小ロットの多様なニーズに対応する発酵調味料の包装ラインの構築

株 式 会 社 大 明 工 業 低価格な食品用放射線測定器の開発・製品化

県内の元気のある中小企業紹介
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県内の元気のある中小企業紹介・お知らせ

お知らせ 国家試験 平成25年度（後期）

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会
働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明されます。

●受検申込期間　10月７日㈪～10月18日㈮まで
● 受検案内（受検申請書）は当協会、市町役場労働担当課、職業
安定所等に用意しています。
●検定実施職種
◎印は技能五輪山口県予選大会職種（平３年１月１日以降に生まれた者）
機械保全（機械系・電気系・設備診断）・農業機械整備・かわ
らぶき・鉄筋・ガラス施工・防水施工・◎冷凍空調・◎石材施
工・◎建築大工・◎配管・◎機械・プラント製図（ＣＡＤ）・
特級・◎電気溶接・◎西洋料理等
 53職種43作業です。

お問い
合せ先 山口県職業能力開発協会 山口市中央四丁目３－６

☎ 083‒922‒8646
■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　URL  http://www2.ocn.ne.jp/~syokunou/

事 業 者 名 事 業 計 画 名
エ コ マ ス 株 式 会 社 小規模工場・事業所向け電力使用量の最適化支援ツールの開発

ヤ マ カ 醤 油 株 式 会 社 バイオリアクターにより製造された「野菜・果実醸造酢」を用いたドレッシングの開発

山 口 興 産 株 式 会 社 廃プラスチックの油化開発とビジネスモデルの構築

株 式 会 社 ウ ベ モ ク 最適栽培のための遠隔監視操作・生育制御システムを装備した高効率植物プラントの開発

ユキエンジニアリング株式会社 安価で高精度なエアーブリーザーの開発と商品化

株 式 会 社 コ ト ガ ワ 低勾配屋根対応平板瓦の開発

水 口 電 装 株 式 会 社 魚を傷つけることなく鮮度を維持し高い魚価を実現するシャーベット冷海水装置の開発

古 賀 産 業 株 式 会 社 究極の食品安全性を追求したトンネルフリーザーの開発

関 西 化 研 工 業 株 式 会 社 多品種対応・防爆仕様の特殊キャッパー試作導入による自動車用ケミカル用品の事業化

ケイアンドアイ技術開発有限会社 超コンパクトで卓上型を可能とする小型高圧ポンプ用動力の試作開発

株 式 会 社 サ ン ラ イ ン 釣糸のプラズマ処理技術の開発

岡 本 産 業 株 式 会 社 カテーテルならびに内視鏡用高機能手術デバイスの試作開発と実用化に向けた製造方法の確立

兵 庫 ボ ル ト 株 式 会 社 鉄道車両用精密ボルト工程集約加工ライン（NC旋盤,自動穴明け機）の導入

株式会社エム・アイ・シー 組込みRubyコントローラーによる外食産業向け統合システムの構築

周 南 ク ォ ー ツ 株 式 会 社 ＮＣ工作機械による各種セラミックス・ガラスの微細精密加工

藤 田 鉄 工 株 式 会 社 CNC複合旋盤導入における生産プロセスの改善

株 式 会 社 み う ら 小口化する住宅用木材加工製品に対応する生産管理システムの構築

カ ワ ノ 工 業 株 式 会 社 コンクリート穴あき蓋の製造における縦打ち型枠の開発による生産性・防音性能・外観品質の向上。

岐 陽 機 械 株 式 会 社 大型汎用全自動溶接機の試作・開発

株 式 会 社 味 村 鉄 工 所 ３次元レーザーマーカー導入による３次元刻印の内製化

　

９
月
９
日
㈪
、
本
会
は
、
山
口
市
内
の

ホ
テ
ル
に
て
、「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」

事
務
処
理
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
第
２
回
公
募
採
択
企
業
60
社
、 

１
１
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
、

採
択
決
定
書
交
付
で
は
、
60
社
を
代
表
し

て
、
山
口
機
械
株
式
会
社
代
表
取
締
役
羽

嶋
等
氏
に
採
択
通
知
書
を
本
会
寺
山
事
務

局
長
よ
り
手
渡
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
寺
山
事
務
局
長
よ
り
、
も
の

づ
く
り
補
助
金
を
き
っ
か
け
に
、
経
営
の

活
性
化
を
行
っ
て
欲
し
い
旨
の
挨
拶
に
続

い
て
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
事
業

推
進
部
根
本
建
氏
か
ら
、
本
申
請
に
係
る

流
れ
や
留
意
点
、
実
施
中
の
注
意
事
項
、

事
業
終
了
後
の
義
務
等
に
つ
い
て
「
事
務

処
理
の
手
引
き
」
を
活
用
し
、
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
質

疑
応
答
の
ほ

か
、
個
別
相
談

に
移
り
、
最
後

に
、
採
択
企
業

担
当
者
一
覧
に

基
づ
き
、各
社
、

挨
拶
、
名
刺
交

換
等
懇
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」

事
務
処
理
説
明
会
を
開
催
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 ８月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →
商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →
運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成25年８月期

　「業界の景況（前年同月との比較）」は、悪いと感じ
ている人が、先月（７月）よりも減少している。
　８月は猛暑の影響で、家電や夏物関連商品の売上が
一部で好調であった。反面、豪雨災害の影響により県
北部を中心に売上の減少となり、被災による生産等へ
の支障を来たしたところも多かった。土木工事等では災
害関連も含め増加しているが、特定職種(鉄筋工、型
枠工、左官等）の人材確保が困難となっている。砕石
製造業及び生コン製造業では、出荷量が増加している。
ほとんどの業種で売上が伸びている所も一部にはある
が、それらも含め 、総じて燃料や原材料の高騰による
価格転嫁が難しく、収益を圧迫しており、苦しい状況
にあるという声が多い。また、先行きの懸念も払拭され
ていない。
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　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　例年、夏期は売上が減少する。お盆も前年並みの売上。 （パン・菓子製造業）
○　８月は最大月商の月であるが、７月末の豪雨災害の影響及び猛暑の出控え
で10％の前年割れが見込まれ、金額的にも影響が大きい。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　発注元の国内生産中止で、組合員１社が休業となった。 （下着類製造業）
○　県北部の豪雨で２社が被災。ＴＰＰの対応で、ＡＳＥＡＮとの取引を拡大し、中
国との取引を縮小する動きが出ている。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　公共事業の受注、民間からの引き合いもあるが、燃料費の高騰もあり、回復感
はまだない。 （下関市）

印 刷 ○　全体の需要は減少傾向にあるが、他社との差別化が図れ、他社に作れない特
徴ある製品を製造すれば、増収増益を確保することが可能と考える。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　災害関連で砕石出荷数量が148％と多く、在庫が空。生産が間に合っていな
い。 （砕石製造業）
○　出荷量は、前月比116％、前年同月比は109％と増加。原材料値上げの動きが
あるが、生コン価格は総じて安定している。 （生コンクリート製造業）

一 般 機 器

○　消費税増税から駆込み受注が見受けられる。鉄骨は、下関の商業施設、萩の
環境施設等の受注があるが、自動車金型の受注はなかった。石油の値上がりで
原材料費が高値となってきている。 （一般機械器具製造業）

○　８月の金型設備の操業は、リピート、中型金型等の受注が多く７月同様に上がっ
ている。成形製品の操業は、自動車関連、民生部品とも受注が減少し機械稼働
率も低下している。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　鉄道車両部門は、依然として上昇気運は見られず、更に原材料の値上がりで、
厳しい経営となっている。精密加工部門は、電子業界の明るさから、作業量の持
ち直しが見られる。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　猛暑が続き、夏物商品・飲料水の売上が伸びている。 （山口市）
○　ガソリン等の燃料は昨年同月に比べて１ℓ当たり18円程度高騰しているので経費
削減に努めている。 （下関市）

小 売 業

○　８月は、猛暑と豪雨の影響あり。扇風機やクーラー等の家電が好調、八百屋は
野菜の収穫量が少なく、品不足で高値となり売上が減少。長靴の売れ行きが良好。
全般的には、高齢化や大型店の攻勢による苦戦に変わりは無い。 （岩国市）

○　百貨店閉店後、空き店舗対策で新規出店も増加しているが、当地域への来街
者の減少傾向は止まらない。 （周南市）

商 店 街
○　猛暑、集中豪雨により来街者が昨年度に比べ減少。アーケード改修工事補助
金が決定し改修工事を開始した。夏のイベント土曜夜市、夏祭り、七夕はほぼ前
年に近い売り上げであった。  （萩市）

サービス業
○　アベノミクス効果はどの辺りにあるのか、全く実感が無い。 （屋外広告業）
○　前年に比べ良くもなく、悪くもない８月であった。直前予約が目立ち、週末の集
客はあったが平日が伸び悩んだ。夏休み最後の週の台風では、実際の天候によら
ず、メディアの台風情報による宿泊キャンセルが発生した。 （旅館業）

建 設 業
○　公共工事は増加傾向にあるものの、依然として低入札の状況。公共工事の建
築や民間工事の小型店舗及び住宅着工は増加しているが、特定な職種(鉄筋工、
型枠工、左官等）の人材確保が困難となっている。 （土木工事業）

運 輸 業

○　お盆の期間中から、輸出関連鉄鋼素材の輸送が多く、飲料用容器材も例年よ
り25％増加したが、円安により油価格が高騰しており、収益は前年度と変わりが
なかった。 （一般貨物自動車運送業　下松市）
○　お中元や飲料水等の増加も落ち着き、荷動きは減ってきている。稼働日が少な
く売り上げが落ち込み、燃料価格が上がっており苦しい状況にある。
 （一般貨物自動車運送業　宇部市）

情報連絡員報告 平成25年８月期

景況動向
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中央会ＰＲ・お知らせ

厚生年金保険・健康保険の加入のご案内

厚生年金保険・健康保険の加入の要件
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　厚生年金保険及び健康保険制度は、常時従業員（役員含む）を使用する法人事業所及び常時５人以上の
従業員を使用する個人事業所には加入が義務付けられています。
　しかしながら、一部にその義務を果たしていない事業所がみられるため、負担の公平性の観点から、適
用対策を強化しています。加入の手続きをされていない事業主様におかれましては、速やかに加入の手続
きをお願いします。

日 本 年 金 機 構
中国ブロック本部
年 金 事 務 所

̶加入の手続き、ご相談はお近くの年金事務所へ̶

日本年金機構では各組合の会報・会議等で組合員企業に周知をお願いしています

日本年金機構の取組（適用対策）
　年金事務所では、加入義務を果たしていない事業所に対し、文書や電話、事業所訪問により、自主的に
加入いただくよう加入指導を行っています。
　加入指導を行っても加入しない事業所に対しては、年金事務所職員が立入検査を行い、強制的に加入い
ただくことがあります。
※ 立入検査を忌避したり、質問に対し答弁しないときには、６か月以下の懲役または50万円以下の罰金に処せられる
ことがあります。

日本年
金

機構よ
り
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人事労務管理セミナーのご案内
テーマ　第１部　コミュニケーションスキルアップセミナー
　　　　第２部　高齢者雇用について―助成金、退職者処遇

公益財団法人　産業雇用安定センター 山口事務所
〒754‒0014　山口市小郡高砂町３－26ナガオビル４階（新山口駅前新幹線口より徒歩約３～４分）
TEL（083）973‒8071　（083）974‒5136　　FAX（083）974‒5135
E-Mail：yamaguchi-2@sangyokoyo.or.jp

〔講演内容〕
第１部　 元気な職場作りは良好なコミュニケーションから。職場・家庭・対客先で活かせるスキルの

体得。良好なコミュニケーションによる人間関係作りと組織の活性化について。
第２部　今後直面する労働人口の推移について。「高齢者労働移動受入企業助成金」について。
　　　　再雇用を希望しない退職者の処遇について。高齢者雇用に向けての対策、取組み。
◆開催日時　11月13日㈬　13：30～16：30（13：00開場）
◆開催会場　山口県セミナーパーク203号室　山口市秋穂二島1062【駐車場完備】
◆講　　師　（公財）産業雇用安定センター　上席コンサルタント　杉江伸一朗
◆受 講 料　賛助会員／3,000円　　一般／5,000円（消費税込）
◆定　　員　60名
◆申し込み　ご連絡ください、「参加申込書」を送付いたします。

最新の情報はインターネットで …… http://www.sangyokoyo.or.jp/
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中央会ＰＲ・お知らせ

新規高卒者の積極的な雇用等
についてご協力をお願いします

　９月13日㈮、新規高卒者の正規採用枠の確保と更なる拡大の要請のため、山口県商工労働部審議監
賀屋哲也氏が本会を訪問されました。
　県内の雇用情勢は、７月の有効求人倍率が0.95倍と、４年以上に渡り１倍を下回る低い水準で推移
する中、来春の新規高卒者の求人は前年より増加したものの、７月末現在での県内求人倍率が0.77倍と、
１倍を下回る大変厳しい状況となっており、昨年度大幅に減少した製造業からの求人数が伸び悩んで
いるなどの説明がありました。
　就職を目指す全ての高校生が夢と希望を持って社会人としての第一歩を踏み出せるよう、傘下の会
員組合への働きかけに係る「要請文」を受領しました。
　要請文につきましては、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/info/5178.html）に掲載しております。
　また、併せて、「ふるさと山口就職説明会」への参加についても要請を受けたところです。
　本会会員組合傘下の企業の皆さまには、趣旨をご理解の上、新規高卒者の積極的な雇用等に取り組
んでいただきますようお願い申し上げます。

山口県最低賃金
が変わります。

　使用者はこの最低賃金より低い賃金で労働者を使用
することはできませんので注意が必要です。
　山口県最低賃金のほか下記の最低賃金が定められて
います。

平成25年10月10日から
１時間 701円

特定（産業別）最低賃金
１　 山口県鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、非鉄金属・同合

金圧延業、非鉄金属素形製造業最低賃金
２　 山口県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、

情報通信機械器具製造業最低賃金
３　山口県輸送用機械器具製造業最低賃金
４　山口県百貨店，総合スーパー最低賃金

　なお、詳しいことは山口労働局（083－995－0372）又
は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

厚生労働省山口労働局・労働基準監督署
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印刷製本　株式会社 桜プリント社

表紙写真
「ものづくり補助金」事務処理説明会

　協同組合の前身である「里の厨運営協議会」から、事務とレジスタッフ
として運営に従事しておられ、現在では、主任として事務全般を担当され
ています。
　趣味を伺うと、「子供達とエアホッケーをして遊ぶことです。それと高校・
大学と弓道をやっていましたが、最近、また始めました。」と答えられました。
　好きな言葉は、地元出身である伊藤博文公の言葉で、「人は誠実でなくて
は何事も成就しない  誠実とは自分が従事している仕事に対して親切なこと
である」です。
　日々心がけておられることは、「お客様、生産者ともに気軽に声をかけて
いただけるよう、いつも元気で笑顔でいること」
　組合で力を入れていることは、「農家の方が元気になるよう、共販事業に
取り組んでいます。消費者との交流として、農業体験事業にも取り組んで
います。」
　組合のPRをお願いしたところ、「今年４月に法人化し、今から様々な課
題に直面すると思いますが、農業振興に貢献できるよう、今後も、お客様、
組合員のための事業を推進していきます。」と笑顔で答えていただきました。

2013Oct
今月の

さわやかレター

里の厨事業協同組合
佐野三和子さん


